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8月8月8月8月・・・・・・・・・・・・ＡＬＴＡＬＴＡＬＴＡＬＴが7が7が7が7人人人人そろいましたそろいましたそろいましたそろいました
十島村教育委員会十島村教育委員会十島村教育委員会十島村教育委員会
教育長 有村 孝一教育長 有村 孝一教育長 有村 孝一教育長 有村 孝一

今今今今からちょうどからちょうどからちょうどからちょうど一年前一年前一年前一年前になりますになりますになりますになります。。。。待待待待ちにちにちにちに待待待待
ったったったったＡＬＴ（ＡＬＴ（ＡＬＴ（ＡＬＴ（英語指導助手英語指導助手英語指導助手英語指導助手））））がアメリカとカナがアメリカとカナがアメリカとカナがアメリカとカナ
ダから5ダから5ダから5ダから5人人人人やってきましたやってきましたやってきましたやってきました。。。。そしてそしてそしてそして口之島口之島口之島口之島、、、、中中中中
之島之島之島之島、、、、悪石島悪石島悪石島悪石島、、、、小宝島小宝島小宝島小宝島、、、、宝島宝島宝島宝島の5の5の5の5島島島島にそれぞれにそれぞれにそれぞれにそれぞれ
赴任赴任赴任赴任していただきましたしていただきましたしていただきましたしていただきました。。。。諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島とととと平島平島平島平島にににに
はははは口之島口之島口之島口之島のブライアン・シリスさんとのブライアン・シリスさんとのブライアン・シリスさんとのブライアン・シリスさんと中之島中之島中之島中之島のののの
エリック・ジェームズさんに2エリック・ジェームズさんに2エリック・ジェームズさんに2エリック・ジェームズさんに2週間週間週間週間に1に1に1に1度度度度のペーのペーのペーのペー
スでスでスでスで指導指導指導指導にににに行行行行ってもらっていましたってもらっていましたってもらっていましたってもらっていました。。。。
それからそれからそれからそれから１１１１年年年年。。。。ついについについについに諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島とととと平島平島平島平島にもにもにもにも

ＡＬＴＡＬＴＡＬＴＡＬＴがやってきましたがやってきましたがやってきましたがやってきました。。。。諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島にはにはにはには、、、、テテテテ
イラー・ラ・ヴァルさんイラー・ラ・ヴァルさんイラー・ラ・ヴァルさんイラー・ラ・ヴァルさん（（（（アメリカアメリカアメリカアメリカ））））にににに行行行行ってってってって
もらいましたもらいましたもらいましたもらいました。7。7。7。7月31日月31日月31日月31日にににに鹿児島鹿児島鹿児島鹿児島へへへへ到着到着到着到着しししし、、、、そそそそ
のののの日日日日にににに役場役場役場役場でででで辞令交付式辞令交付式辞令交付式辞令交付式をををを行行行行いましたいましたいましたいました。8。8。8。8月2日月2日月2日月2日
出出出出しのフェリーでしのフェリーでしのフェリーでしのフェリーで諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島にににに着任着任着任着任しましたしましたしましたしました。。。。
平島平島平島平島にはにはにはには、8、8、8、8月7日月7日月7日月7日にににに鹿児島鹿児島鹿児島鹿児島にににに到着到着到着到着したケイレしたケイレしたケイレしたケイレ

ブ・ダナウェイさんブ・ダナウェイさんブ・ダナウェイさんブ・ダナウェイさん（（（（アメリカアメリカアメリカアメリカ））））にににに行行行行ってもらってもらってもらってもら
いましたいましたいましたいました。。。。そのそのそのその日日日日のうちにのうちにのうちにのうちに役場役場役場役場でででで辞令交式辞令交式辞令交式辞令交式をををを行行行行
ったのですがったのですがったのですがったのですが、、、、台風10号接近台風10号接近台風10号接近台風10号接近のためのためのためのため足止足止足止足止めをめをめをめを食食食食
ってってってって、13、13、13、13日日日日ぶりにぶりにぶりにぶりに出港出港出港出港したフェリーでしたフェリーでしたフェリーでしたフェリーで着任着任着任着任のののの運運運運
びとなりましたびとなりましたびとなりましたびとなりました。。。。
二人二人二人二人はははは、、、、辞令交付式辞令交付式辞令交付式辞令交付式のののの

あいさつであいさつであいさつであいさつで、、、、異口同音異口同音異口同音異口同音にににに
「「「「頑張頑張頑張頑張りますのでりますのでりますのでりますので、、、、よろよろよろよろ
しくおしくおしくおしくお願願願願いいたしますいいたしますいいたしますいいたします。」。」。」。」
とととと、、、、しっかりとしたしっかりとしたしっかりとしたしっかりとした日本日本日本日本
語語語語でででで挨拶挨拶挨拶挨拶をしてくれましをしてくれましをしてくれましをしてくれまし
たたたた。。。。このこのこのこの後後後後、8、8、8、8月19日月19日月19日月19日かかかか
ら23ら23ら23ら23日日日日までまでまでまで、、、、県庁県庁県庁県庁とととと (テイラー・ラ・ヴァルさん)(テイラー・ラ・ヴァルさん)(テイラー・ラ・ヴァルさん)(テイラー・ラ・ヴァルさん)

ＫＡＰＩＣ（ＫＡＰＩＣ（ＫＡＰＩＣ（ＫＡＰＩＣ（県県県県アジア・アジア・アジア・アジア・太太太太
平洋農村研修平洋農村研修平洋農村研修平洋農村研修センターセンターセンターセンター））））でででで県県県県によるオリエンテによるオリエンテによるオリエンテによるオリエンテ
ーションーションーションーション及及及及びびびび日本文化日本文化日本文化日本文化についてのについてのについてのについての研修研修研修研修がありまがありまがありまがありま
すすすす。。。。
今回今回今回今回からからからから、、、、鹿児島鹿児島鹿児島鹿児島でのでのでのでの諸手続諸手続諸手続諸手続きにきにきにきに中之島中之島中之島中之島のエのエのエのエ

リック・ジェイムズさんとリック・ジェイムズさんとリック・ジェイムズさんとリック・ジェイムズさんと小宝島小宝島小宝島小宝島のジェイク・のジェイク・のジェイク・のジェイク・
ブラックバーンさんがブラックバーンさんがブラックバーンさんがブラックバーンさんが通訳通訳通訳通訳をかねてをかねてをかねてをかねて手伝手伝手伝手伝っていっていっていってい
ただきましたただきましたただきましたただきました。。。。大変助大変助大変助大変助かりましたかりましたかりましたかりました。。。。
昨年昨年昨年昨年もももも書書書書きましたがきましたがきましたがきましたが、、、、人口700人弱人口700人弱人口700人弱人口700人弱のののの島島島島に7に7に7に7人人人人
がががが派遣派遣派遣派遣されたのですされたのですされたのですされたのです。。。。村村村村のののの要請要請要請要請をををを受受受受けてけてけてけて、、、、派遣派遣派遣派遣

をしたのはをしたのはをしたのはをしたのは、、、、東京東京東京東京にあにあにあにあ
るるるる自治体国際化協会自治体国際化協会自治体国際化協会自治体国際化協会（（（（通通通通
称称称称クレアクレアクレアクレア））））というとこというとこというとこというとこ
ろですろですろですろです。。。。クレアはクレアはクレアはクレアは、Ａ、Ａ、Ａ、Ａ
ＬＴＬＴＬＴＬＴのののの他他他他にににに、、、、ＣＩＲＣＩＲＣＩＲＣＩＲ（（（（国国国国
際交流員際交流員際交流員際交流員））））、ＳＥＡ（、ＳＥＡ（、ＳＥＡ（、ＳＥＡ（スススス
ポーツポーツポーツポーツ国際交流員国際交流員国際交流員国際交流員））））のののの
3つの3つの3つの3つの職種職種職種職種のののの人人人人たちをたちをたちをたちを

(右(右(右(右：：：：ケイレブ・ダナウェイさん)ケイレブ・ダナウェイさん)ケイレブ・ダナウェイさん)ケイレブ・ダナウェイさん) 受受受受けけけけ入入入入れていまれていまれていまれていま
すすすす。。。。現在現在現在現在、、、、世界40世界40世界40世界40かかかか国国国国からからからから約5000人約5000人約5000人約5000人がががが日本日本日本日本にににに来来来来
ていますていますていますています。。。。
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女性団体等研修視察
７月２５日，２６日に十島村女性団体（７名）の研修

視察を行いました。
２５日（木）は，南九州市地域女性団体連絡協議会の

方々との交流研修を行い，その後，知覧特攻平和会館を
見学しました。
２６日は，時遊館ＣＯＣＣＯはしむれを見学した後，

指宿市地域女性団体連絡協議会の方々との交流研修を行
いました。
２つの団体との交流研修で

は，女性団体としての共通の
課題や今後の活動のあり方な
どお互いに意見交換を行うこ
とができました。改めて地域
作りに果たす女性の役割や自
分自身の生き方を見つめ直す
機会となりました。
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と
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す
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の
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で
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う
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は
小
宝
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過
ご
し
た
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と
思
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す
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い
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に
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ン
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を
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れ
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、
健
康
で
一
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一
日

を
大
切
に
頑
張
っ
て
い
け
た
ら
と
思
う
日
々
で
す
。

〇〇〇〇９９９９月月月月はははは自殺予防週間自殺予防週間自殺予防週間自殺予防週間(9/10 ～～～～ 9/16)、、、、障害者雇用支援月間障害者雇用支援月間障害者雇用支援月間障害者雇用支援月間、、、、高齢者元気高齢者元気高齢者元気高齢者元気・ふれあい・ふれあい・ふれあい・ふれあい推進月間推進月間推進月間推進月間

ついについについについに、7、7、7、7島全部島全部島全部島全部にネイティブスピーカーによるにネイティブスピーカーによるにネイティブスピーカーによるにネイティブスピーカーによる
英語英語英語英語学習学習学習学習のののの環境環境環境環境がががが整整整整うこととなりましたうこととなりましたうこととなりましたうこととなりました。。。。このこのこのこの事事事事
によりによりによりにより、、、、来年度来年度来年度来年度からのからのからのからの学校学校学校学校でのでのでのでの英語英語英語英語学習学習学習学習がスムーがスムーがスムーがスムー
ズにズにズにズに行行行行わわわわれることはもちろんのれることはもちろんのれることはもちろんのれることはもちろんの事事事事、、、、英語英語英語英語をををを学学学学べべべべるるるる
のでのでのでので、、、、山海留学山海留学山海留学山海留学をしてをしてをしてをしてみみみみたいというたいというたいというたいという子子子子どももいたどももいたどももいたどももいた
らいいなあとらいいなあとらいいなあとらいいなあと思思思思いますいますいますいます。。。。
改改改改めてめてめてめて、、、、諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島・・・・平島平島平島平島のののの皆皆皆皆さんさんさんさん方方方方にはにはにはには、2、2、2、2人人人人
をををを温温温温かくかくかくかく迎迎迎迎ええええていただくとありがたいですていただくとありがたいですていただくとありがたいですていただくとありがたいです。。。。またまたまたまた、、、、
5島5島5島5島のののの皆様方皆様方皆様方皆様方にはにはにはには、、、、これまでこれまでこれまでこれまで以上以上以上以上ににににＡＬＴＡＬＴＡＬＴＡＬＴをよろしをよろしをよろしをよろし
くおくおくおくお願願願願いいたしますいいたしますいいたしますいいたします。。。。
願願願願わわわわくくくくばばばば、ＡＬＴ、ＡＬＴ、ＡＬＴ、ＡＬＴがそろいましたのでがそろいましたのでがそろいましたのでがそろいましたので、、、、高齢者高齢者高齢者高齢者

のののの皆皆皆皆さんさんさんさん方方方方までまでまでまで、、、、いろいろないろいろないろいろないろいろな機機機機会会会会にににに英語英語英語英語がががが聞聞聞聞かれかれかれかれ、、、、
英語英語英語英語のののの響響響響きあうきあうきあうきあう村村村村にならんことをにならんことをにならんことをにならんことを切切切切にににに期期期期待待待待するもするもするもするも
のですのですのですのです。。。。そのためにはそのためにはそのためにはそのためには、、、、おおおお互互互互いがいがいがいが恥恥恥恥ずずずずかしがらかしがらかしがらかしがらずずずず
にににに、、、、積極的積極的積極的積極的にににに英語英語英語英語をををを使使使使ってってってってみみみみることですることですることですることです。。。。
昨年昨年昨年昨年もももも言言言言いましたがいましたがいましたがいましたが、、、、皆皆皆皆さんさんさんさん「「「「レッツレッツレッツレッツ トトトトライライライライ
スピーク インスピーク インスピーク インスピーク インググググリッシリッシリッシリッシュュュュ」」」」いかがですかいかがですかいかがですかいかがですか。。。。

シリーズ 新聞に投稿
（令和元年８月６日南日本新聞「若い目」掲載）

小宝島中小宝島中小宝島中小宝島中１１１１年 安本 風香年 安本 風香年 安本 風香年 安本 風香

十島村「海外派遣ホームスティ事業」
in Australia

第８回となる海外でのホームスティを終え，派
遣生５名が帰国しました。
８月９日（金）に出発日し，２週間のホームス

ティを終え，成田空港への帰国は８月２２日（木）
で，鹿児島到着は２３日（金），同日午後４時３０
分から役場会議室で報告会を開催しました。
本年度の派遣生は，次の５名でした。

永吉美遥さん（中３） 菅野美沙希さん（中３）
久永ひかりさん(中２) 下川陽翔くん（中２）
福島嘉津穂くん（中２）

【報告会での様子】（派遣生の発表から）
・ 日が経つにつれて自分から話しかけることが
できるようになった。

・ ホストファミリーはとても親切で，話してい
ることを一生懸命に理解しようとしてくれた。

・ ホストファミリーが買い物や公園，映画に連
れていってくれた。一番の思い出は，一緒に和
食を作ったこと。

・ みんなとてもフレンドリーで，いろいろな所
に連れていってもらった。

・ 最初は yes や no ばかりだったが，だんだん自
分の気持ちを表せるようになった。

※ 帰国後，一層たくまし
くなった姿に，この十島
村の海外派遣ホームステ
ィ事業の成果を見た気が
しました。

宝島に来て，２年目の春を迎えた。1 年目は５・６
年学級５年生２名・６年生１名の３名の学級担任。２
年目は，１・２年学級１年生３名・２年生３名の６名
の学級だ。全校児童１９名であるから，実に約３分の
１の人数が在籍している学級ということになる。
前任校は大規模校で,最後の担任学級は３４名だっ

た。今，この６名と毎日を過ごしていると，『極小規模
校』のよさが見えてくる。
まず，一人一人に目が行き届く。子どもたちの学習

や活動の見届けがすぐにその場でできる。課題確認や
作品掲示に時間も手もかけられる。宝島小・中学校で
大切にしているキャッチフレーズ『見つめる・寄り添
う・関わる』ことが確実にできる。
私にとって宝島は初めての複式指導であった。初め

は指導法に悩むこともあったが，極少人数のよさを大
切にして「個に応じた指導とは？」を深く考える転機
となった。
これまで一人の児童に注いできた指導と愛情を，今

は，一人につき６倍のそれを注ぐことができる。いや，
『できる』ではなく『したい』と思える。そんな環境
で仕事ができることを幸せに感じている。

自分の島だけでは，このような思いは持てませんで
した。十島村全ての島でのみなさんとの出会いと繋が
りが，今の私を支えています。いつかまたどこかで，
ご縁のあることを願っています。

【宝島小・中学校からのメッセージ】
教諭 廣瀬 かおり

『教職員仲間であるあなた』への
私からのメッセージ

シリーズ・・・十島村で学ぶ
宝島中学校 ３年 俣本 笑彩

（令和元年８月２４日 南日本新聞「ひろば」掲載）
70707070歳歳歳歳，，，，島島島島暮暮暮暮らしにらしにらしにらしにチャチャチャチャレンジレンジレンジレンジ 竹下和子竹下和子竹下和子竹下和子（（（（十島村十島村十島村十島村））））

宝島に来て
今年度山海留学生として宝島に来ました俣本笑彩

です。前にいた東京では，なかなか学習内容が身に
付かず，成績もどんどん下がっていました。誘惑も
多く遊びを優先させていたため，なかなか現状を変
えることができず，危機感ばかり募っていました。
そんなある時，テレビで十島村に山海留学制度が

あることを知り，誘惑の少ない離島へ行って，現状
を変えようと山海留学に応募しました。応募が多く
て留学できなかったらどうしようと不安でしたが，
宝島への留学が決まりとても安心しました。母も良
かったねと喜んでくれました。
実際に宝島に行くと里親さんが車で回りながら島

の紹介をしてくださり，空気が綺麗で自然が豊かだ
と思いました。また，島民の方々も私を温かく迎え
てくれて嬉しかったです。
学校も教室の窓から海が見えて気持ち良く，小・

中学生もすぐに仲良くなれました。そんなスタート
からあっという間に一学期が過ぎました。テストで
も点数がぐんと上がり，通知表でも
成績が伸びていました。山海留学を
希望して良かったと心から思った瞬
間でした。
今後，受験に向けて，さらに学力

を伸ばしていきたいです。また，残
り少ない中学校生活を充実させてい
きたいです。


